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第１４回（2023年度第 1回）支部幹部会議事録 

JCI四国支部 

 

１．日 時  2024 年 1月 24日（水）15時 15分～17時 05分 

２．場 所  香川県生コンクリート工業組合 

３．出席者  上田隆雄，河合慶有，白川幸三，橋本親典，林和彦，藤井禎，古田満広 

渡辺健，堀井克章 

（事務局）新居宏美                   （計 10 名） 

４．配付資料 

資料 01 2023年度事業報告（中間）と今後の事業計画 p1～4 

資料 02 令和５年度 第１回「四国におけるコンクリート教育に関する研究委員会」 

議事録（案） p5，6 

資料 03 第 16回コンクリート甲子園予選会出場校（四国の学校一覧 8校/32校） p7 

資料 04 コンクリート工の生産性向上を目的としたトラックアジテータ車の高性能化に 

関する研究委員会委員名簿 p8 

資料 01 第 1回委員会議事録（案），第 2回委員会議事録（案） p9～13 

資料 15 令和５年度生コンセミナーin 徳島開催案内，基本情報届出書 p14，15 

資料 16 第 12回コンクリート技術研修会実施報告書 p16，17 

資料 17 土木学会コンクリート標準示方書改訂講習会案内その 1 p18，19 

資料 18 土木学会コンクリート標準示方書改訂講習会案内その 2 p20，21 

資料 19 2023年度コンクリートに関する技術情報交換会開催案内 p22 

資料 10 松山自動車道４車線化現場見学会開催案内，実施報告書 p23～25 

資料 11 2023年度収支決算（12月末），収支予定（1～3月） p26，27 

資料 12 2024年度事業計画（案） p28～30 

資料 13 2024年度収支予算（案），支部交付金試算 p31，32 

資料 14 2023年度支部執行部 p33 

資料 15 支部規程 p34～37 

資料 16 支部執行部候補者推薦委員会規程 p38 

資料 17 JCI国内旅費規程（令和 5年 12月 25 日改正） p39～41 

資料 18 本部理事会資料 別冊 

 

５．審議事項 

 上田支部長より支部幹部会開催に当たり挨拶があり，その後，各議題について審議が行わ

れた。審議結果は，以下のとおり。 

（１）2023年度事業報告（12月末）および収支決算案（12月末）について（資料 1～11） 
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 事務局より概要について説明がなされ，各担当者より活動について報告がなされた。主な

内容および意見等は以下のとおり。 

・ 「四国におけるコンクリート教育に関する研究委員会」について，上田委員長より 9月

22 日に Web 会議が開催され，教育モデル校の活動の中間報告，コンクリート関連企業

への就職者数調査結果の確認等が行われたとの報告がなされた。また，本会終了後に令

和 6 年度のモデル校が愛媛県立八幡浜工業高等学校機械土木工学科に決定したことが

併せて報告された。 

・ 「コンクリート工の生産性向上のためのトラックアジテータ車の高性能化に関する研

究委員会」について，橋本委員長より Web で 1 回，対面式で 1 回委員会を開催したこ

と，測定原理は動荷重の値とレーザー変位計で測定したトラックアジテータ車の積み荷

容積に基づき空気量を推定する方法であること，4 工場の協力を得て検証を実施してい

ること，その結果について 2月 5日に事前打ち合わせと 15日に全体委員会を Web会議

で開催し本年度の結果および来年度の実施計画について協議する予定であること等が

報告された。 

・ 「コンクリート構造物の品質確保のための新技術開発と実践に関する研究委員会」につ

いては，事務局より活動費の要請がなくまだ取り組まれていないのではとの見解が報告

され，上田支部長より岡﨑委員長に対し今後の活動方針を確認することになった。 

・ 「生コンセミナーｉｎ徳島」について，2月 26日に開催すること，講演は 2題であるこ

と等が渡辺幹事より報告された。さらに，大学内に駐車場が確保できないので問い合わ

せがあれば公共交通機関利用か周辺駐車場使用をアナウスするよう事務局に要請がな

された。また，事務局より報告された現在の申込数約 40 名に対し，渡辺幹事より支部

幹部に対し関係者への周知要請が改めてなされた。 

・ 後援事業である「コンクリート技術研修会」（主催：高知県コンクリート診断士会）につ

いて，橋本幹事より 100名近い参加者で盛況であった旨の報告がなされた。また，上田

支部長より出席者数（99名）を追記するよう提案があり，明記することになった。 

・ 共催事業である「2022 年制定 コンクリ－ト標準示方書【基本原則編】【設計編】【維持

管理編】 発刊に伴う四国地区講習会」，「2023 年制定 コンクリ－ト標準示方書【施工

編】【ダムコンクリート編】【規準編】発刊に伴う四国地区講習会」（ともに主催：土木学

会四国支部）について，上田支部長より 12月に開催済であること，3月 28日に予定さ

れていること等について報告がなされた。また，12月の講習会は 13時を 10時スタート

に修正すること，出席者数を追記することが確認された。 

・ 「コンクリートに関する技術情報交換会（Web 会議）」について，上田支部長より 2 回

開催し計 4名の講師が講演されたこと等が報告された。 

・ 事務局より現場見学会が 4年ぶりに開催されたこと，松山自動車道 4車線化工事の上部

工の高所作業現場であったこと，13名が参加したこと等が報告された。 

・ 事務局より 2024 年 1月～3月の収支予定を加えた 2023年度暫定収支決算について，支
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部の預金高が大きいため預託金として本部へ 2,200,000 円預けたこと，これまでの預託

金 800,000円と併せ 3,000,000円になったこと，1件の委員会活動がスタートしていない

ことにより研究委員会費が少なくなり，本部への預託金を除き 2024 年 3 月末の繰越金

予定を 1,074,678 円とすることが報告された。 

 

（２）2024年度事業計画案および収支予算案について（資料 12，13） 

 事務局より 2024年度事業計画案および収支予算案について説明があり，以下のとおり確

認した。また，1月 24日締め切りであったため本部へは報告済であること，2月 22日開催

の支部執行委員会に本案を最終的に諮ることが確認された。 

① 2024年度事業計画案について 

・ 支部幹部会をWebで 1回，対面で 1回開催する。 

・ 支部執行委員会を Webで 1回，対面で 1回開催する。 

・ 支部執行部候補者推薦委員会を対面で開催する支部幹部会と同日に開催する。なお，資

料の第 8回を第 9回に修正する。 

・ 内部監査を以下のとおり対面で実施する。 

日 時：2024年 4月 6日（土）11時 00分～ 

場 所：香川県生コンクリート工業組合 

出席者：上田支部長，堀井検査役，事務局 

・ 総会を以下のとおり対面で実施する。 

場 所：パールガーデン（香川県高松市） 

開催日：2024年 4月 16日（火） 

当日のスケジュール（案） 

13:30～15:00 第 16回支部執行委員会 

15:00～15:50 総会 

15:50～16:20 四国におけるコンクリート教育に関する研究委員会活動報告 

15:50～16:20 （高知県立高知工業高等学校） 

16:30～17:30 特別講演会 

17:30～19:30 懇親会 

地震関連を特別講演の候補とし，2 月末までに決定する。テーマ等は上田支部長に一任

する。また，コロナ禍前に実施していた本部役員の支部総会への招待については，上田

支部長に一任する。なお，総会の案内は 3 月初旬とする。 

・ 研究委員会は常設 1件，継続 1件（コンクリート工の生産性向上のためのトラックアジ

テータ車の高性能化に関する研究委員会の 2年目）を「コンクリート構造物の品質確保

のための新技術開発と実践に関する研究委員会」を継続と位置づけ 2件とすることが確

認された。また，渡辺先生が委員長として新規委員会をスタートさせる可能性があるこ

とが確認された。 
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・ JCI四国支部主催講習会として，「コンクリート工の生産性向上のためのトラックアジテ

ータ車の高性能化に関する研究委員会」の成果報告会および「生コンセミナーｉｎ愛媛」

を開催する。 

・ 「コンクリートに関する技術情報交換会（Web 会議）」を上半期と下半期に 1 回ずつ開

催する。日程および話題提供者の人選は上田支部長に一任する。 

② 2024年度収支予算案について 

 本日の審議結果に基づき，見直し整備し 2月 22日の支部執行委員会に報告することが確

認された。主な修正等は以下のとおり。 

・ 前期繰越収支差額を 2024年 1月～3月の支出を含めた額とする。 

・ 年次大会 2024（松山）の還元金を 2014 高松大会（2,125,000 円）を参考に 2,000,000 円

とする。 

・ 研究委員会の予算を 250,000円/年から 300,000円に増額する。なお，「四国におけるコン

クリート教育に関する研究委員会」は，活動モデル校への支援 150,000 円にコンクリー

ト甲子園予選出場校への支援 160,000 円（8 校×20,000 円/校）を加え 310,000 円計上す

る。また，「四国におけるコンクリート教育に関する研究委員会」の会議費は Web会議

を基本とするため計上しない。 

・ 「コンクリート工の生産性向上のためのトラックアジテータ車の高性能化に関する研

究委員会」の成果報告会および「生コンセミナーｉｎ愛媛」の開催費用をそれぞれ

150,000円ずつ計上する。 

 

（３）2024年度四国支部執行部について（資料 14～16） 

 直前に開催された支部執行部候補者推薦委員会の審議結果について渡辺委員より報告が

あり，上田支部長に答申したことが確認された。また，愛媛大学の横山先生を支部執行委員

に推薦してはとの意見が出され，支部執行委員会に諮ることが確認された。 

 

（４）JCI本部理事会について（資料 18）  

 橋本本理事より，6月から 12月に開催された本部理事会の概要について説明がなされた。 

 

（５）その他（資料 17） 

 事務局より 2023 年 12 月 25 日に改正された「JCI 国内旅費規程」の概要について説明が

なされた。 

 

以上 

 

（記録者：古田 満広） 


